
 

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
は
屋
久
島

に
約
２
，
０
０
０
本
、
種
子
島
に

約
３
０
０
本
し
か
生
存
し
て
い

な
い
希
少
種
で
保
護
、
保
全
が
必

要
な
五
葉
松
で
す
。 

 

こ
の
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
を
世

界
に
紹
介
し
た
の
は
ウ
ィ
ル
ソ

ン
博
士
で
、
来
年
２
月
で
博
士
が

屋
久
島
に
来
島
さ
れ
て
か
ら
１

０
０
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
来
島

１
０
０
周
年
と
世
界
自
然
遺
産

登
録
20
周
年
を
記
念
し
て
、
11

月
16
日
に
屋
久
島
町
船
行
の
ヤ

ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
見
本
林
に
お
い

て
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
28
本
の
記

念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
は
、
調
査
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
屋
久
島
の
青

年
達
に
屋
久
島
の
自
然
の
豊
か

さ
を
熱
意
を
込
め
て
説
き
、
青
年

達
は
そ
れ
に
大
い
に
触
発
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
見
本
林
の
所
在
す
る
船
行
を

学
区
と
す
る
安
房
小
中
学
校
に

参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
安

房
小
学
校
か
ら
は
４
年
生
の
川

東
翔
君
と
お
母
さ
ん
の
愛
さ
ん
、

同
じ
く
４
年
生
の
馬
場
翔
平
君

と
お
母
さ
ん
の
ひ
と
み
さ
ん
、
斧

渕
尚
子
教
頭
先
生
、
安
房
中
学
校

か
ら
は
３
年
生
の
鮫
嶋
楓
さ
ん

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
の
苗
木
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
屋
久
島
町

環
境
政
策
課
の
松
田
賢

志
課
長
に
も
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
秋
晴
れ
の

中
、
参
加
者
の
名
前
が
記

名
さ
れ
た
標
柱
の
そ
ば

に
記
念
植
樹
を
行
う
と

と
も
に
見
本
林
の
欠
損

株
に
苗
木
を
植
え
付
け

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら

ヤ
ク
シ
カ
の
食
害
に
よ
り
希
少

な
植
物
へ
も
被
害
が
出
て
い
る

こ
と
や
シ
カ
の
捕
獲
罠
に
つ
い

て
の
説
明
、
実
演
を
行
い
、
瀬
切

大
橋
や
国
割
岳
の
垂
直
分
布
遠

望
箇
所
で
は
、
森
林
総
合
研
究
所

九
州
支
所
の
金
谷
整
一
氏
か
ら

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
や
屋
久
島
の

植
生
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
西
部
林
道

で
は
屋
久
島
生
物
多
様
性
保
全

協
議
会
が
設
置
し
て
い
る
植
生

保
護
柵
に
お
い
て
同
協
議
会
会

長
の
手
塚
賢
至
氏
か
ら
植
生
の

回
復
状
況
等
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
風
力
散
布
型
の
種
子

の
模
型
を
使
っ
て
の
種
飛
ば
し

の
お
ま
け
も
付
き
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
記
念
植
樹
を
終
了

し
ま
し
た
。 

 

11
月
14
・
15
日
の
両
日
、
川

端
省
三
九
州
森
林
管
理
局
長
の

案
内
で
野
島
透
九
州
財
務
局
長

が
屋
久
島
管
内
の
国
有
林
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。 

 

野
島
財
務
局
長
は
、
以
前
か
ら

屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
の
取

組
や
屋
久
杉
の
生
育
す
る
自
然

林
に
強
い
関
心
を
も
た
れ
て
お

り
、
今
回
、
川
端
局
長
と
の
交
流

を
機
に
屋
久
島
管
内
の
国
有
林

の
森
林
や
林
業
、
流
通
な
ど
に
つ

い
て
視
察
の
運
び
と
な
っ
た
も

の
で
す
。 

 

１
日
目
は
、
世
界
自
然
遺
産
地

域
の
縄
文
杉
を
は
じ
め
、
大
王
杉

や
夫
婦
杉
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
株
な
ど

奥
岳
地
域
の
森
林
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
屋
久
島
の
西
部
を

走
る
「
西
部
林
道
」
か
ら
植
生
変

化
の
垂
直
分
布
（
亜
熱
帯
か
ら
亜

寒
帯
）
を
視
察
。
ま
た
、
大
川
の

滝
、
千
尋
の
滝
を
経
て
、
午
後
か

ら
は
、
安
房
地
区
春
牧
の
貯
木
場

を
訪
れ
、
今
で
は
資
源
量
が
少
な

く
な
り
希
少
と
な
っ
た
屋
久
杉

土
埋
木
や
人
工
林
杉
の
集
積
も

視
察
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
土

埋
木
の
特
徴
や
価
値
、
品
質
、
流

通
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け

ら
れ
ま
し
た
。 

 

２
日
間
の
限
ら
れ
た
日
程
で

し
た
が
、
屋
久
島
の
貴
重
な
自
然

遺
産
地
域
に
接
し
、
改
め
て
多
く

の
感
動
を
得
る
と
も
に
森
林
管

理
署
の
業
務
の
一
端
を
見
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
双
方
と
も
に

充
実
し
た
視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
州
以
南
に
分
布
す
る
常
緑
高

木
。
葉
は
長
さ
10
～
15
㌢
の
長

楕
円
形
で
３
脈
が
目
立
つ
。
若
葉

は
黄
褐
色
の
絹
毛
に
覆
わ
れ
て
垂

れ
下
が
る
。
成
葉
の
裏
面
は
ロ
ウ

質
に
覆
わ
れ
て
灰
白
色
。
初
冬
に

黄
褐
色
の
小
さ
な
花
が
葉
脇
に
多

数
集
ま
っ
て
付
く
。
果
実
は
翌
年

の
初
冬
に
赤
く
熟
す
。
雌
雄
別
株
。 
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屋久島の植物 

シロダモ 

（クスノキ科） 

野

島

九

州

財

務

局

長

が 

屋
久
島
の
国
有
林
を
視
察 

植樹したヤクタネゴヨウの前で説明する前田所長 

参加者全員で『ヤッタネ！ 』記念撮影 

左：川端局長、右：野島財務局長 

屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
20
周
年
記
念 

 

ヤ
ッ
タ
ネ
！ 

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
植
樹 



 

11
月
23
日
に
宮
之
浦
の
屋
久
島

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
世
界
自
然
遺
産
登
録
20
周
年

式
典
会
場
の
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
国

有
林
と
世
界
遺
産
の
関
わ
り
を
紹
介

す
る
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

屋
久
島
と
白
神
山
地
が
平
成
５
年

に
日
本
初
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
以
来
、
平
成
17
年
に
は
知

床
、
平
成
23
年
に
は
小
笠
原
諸
島
が

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
登
録

地
域
は
い
ず
れ
も
国
有
林
が
深
く
関

わ
り
、
自
然
遺
産
の
保
全
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、「
富
士
山
」
、「
古
都
京
都
の

文
化
財
」
、
「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
、

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
、

「
厳
島
神
社
」
な
ど
の
世
界
文
化
遺

産
地
域
に
お
い
て
も
そ
の
景
観
を
保

全
す
る
た
め
に
国
有
林
の
整
備
に
努

め
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
パ
ネ
ル
展
は
、
国
有
林
と

各
世
界
遺
産
地
域
と
の
関
わ
り
や
取

組
を
紹
介
し
、
改
め
て
世
界
自
然
遺

産
屋
久
島
の
魅
力
や
特
徴
を
振
り
返

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で

す
。 

 

写
真
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

各
世
界
遺
産
地
域
の
国
有
林
を
管
理

す
る
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
近
畿
中

国
の
各
森
林
管
理
局
か
ら
提
供
を
受

け
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
知
床
の
羅
臼
岳
や
ヒ

グ
マ
の
写
真
、
白
神
の
ブ
ナ
林
の
黄

葉
、
小
笠
原
諸
島
の
珍
し
い
動
植
物

や
外
来
種
の
侵
入
を
防
ぐ
取
組
、
富

士
山
山
麓
の
景
観
保
全
の
取
組
、
京

都
の
神
社
仏
閣
の
背
景
林
と
し
て
の

国
有
林
を
、
訪
れ
た
方
々
は
興
味
深

く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
同
じ
会
場
で
は
ウ
ィ
ル
ソ

ン
博
士
が
１
０
０
年
前
に
撮
影
し
た

写
真
と
現
在
の
屋
久
島
を
対
比
さ
せ

た
写
真
展
も
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
、
こ

れ
ら
の
写
真
を
元
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
博

士
の
１
０
０
年
前
の
旅
路
を
追
っ
た

古
居
智
子
さ
ん
の
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の

屋
久
島
」
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
写
真

に
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
を
驚
愕
さ

せ
た
屋
久
島
の
鬱
蒼
と
し
た
森
林
は

も
と
よ
り
博
士
を
案
内
し
た
鹿
児
島

大
林
区
署
の
職
員
の
姿
も
写
っ
て
お

り
、
改
め
て
屋
久
島
と
国
有
林
の
つ

な
が
り
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。 

 

屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

保
護
管
理
協
議
会
で
は
、
支
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
地

元
の
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
で
、
屋

久
島
自
然
休
養
林
（
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン

ド
と
白
谷
雲
水
峡
）
内
に
お
け
る
清

掃
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
平
成

20
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

今
年
は
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
登

録
20
周
年
を
記
念
し
、
一
般
の
参
加

者
を
募
集
し
て
、
11
月
30
日
（
土
）

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
に
て
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
14
名
、
関
係
機
関
27
名
、
一

般
参
加
者
27
名
、
総
勢
68
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
内
容
は
、
木
道
・
手
摺

り
の
苔
落
と
し
や
滑
り
止
め
の
取
り

替
え
作
業
を
７
班
に
分
担
し
ま
し

た
。 

 

当
日
は
、
前
日
の
雪
や
み
ぞ
れ
の

天
候
か
ら
一
転
し
て
快
晴
の
天
候
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
気
温
５
℃
の
寒
い

中
で
の
作
業
で
、
冷
た
い
水
を
扱
う

苔
落
と
し
は
大
変
で
し
た
が
熱
心
な

活
動
で
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
散
策
中
の
観

光
客
の
方
か
ら
「
ご
苦
労
様
・
滑
り
止

め
は
助
か
り
ま
す
」
と
い
っ
た
声
か

け
と
綺
麗
に
な
っ
た
手
す
り
に
満
足

し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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国
有
林
と
世
界
遺
産 

パ
ネ
ル
展
を
開
催 

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル 

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』 

屋 久 島 生態 系モ ニ タ リン グ 

 屋久島西部の植生垂直分布調査(平成 22 年度) 
●標高 100 ㍍プロット 

 ビワンクボ川左岸山腹の照葉樹天然林。周辺は過去に薪炭利用

され､胸高直径 40 ㌢以上の大径木は出現しないが､プロットおよび

その周辺部は保護樹帯として胸高直径 1 ㍍超のスダジイ大径木が

何本も保護されている。局所地形は平衡から凸型斜面で平均傾斜

27°､平均斜面方位は南南西方向､標高80～90㍍範囲。[高木層]

優占種はイスノキ｡フカノキ･イヌガシ･ショウベンノキ･ヤマビワ･オガタ

マノキなどが混生。高木層･亜高木層に出現する樹種が多い（8㍍以

上のものが 20 種）。[亜高木層]イスノキ･タイミンタチバナ･イヌガシ･

フカノキ･ヤブツバキ･オガタマノキが多く､個体数は少ないがコバン

モチ･トキワガキ･モッコク･ツゲモチ･ウラジロガシ･ハドノキ･ナギなど

が生育。[低木層]イスノキ･タイミンタチバナ･モクタチバナ･アオバノ

キ･バリバリノキ･ヒサカキが多く､ヤマモガシ･ヤマビワ･ボチョウジ･シ

シアクチ･ヤブツバキなどが混生。個体数は少ないがアデク･ツゲモ

チ･サザンカなども生育。[草本層]植被率は低いが出現種数は多い

（57種）。小プロット全５箇所に出現する種はアオバノキ･バリバリノキ･

アデク･ヤクカナワラビ･ノコギリシダ･シラタマカズラ｡個体数は少ない

がアリドオシ･ヤクシマアジサイ･サクララン･ウチワゴケ（着生）なども出

現。[特徴]イスノキ－タイミンタチバナ群集。高木層から低木層まで

イスノキが多く､林床には稚樹も多く生育。特徴的な樹種としてアオバ

ノキ･ツゲモチ･アデク･ボチョウジ･シシアクチなどの暖地性･亜熱帯

性の樹種が生育。[５年前との比較]高木層の変化は少ないが､亜高

木層のイヌガシの生育が目立つ。急傾斜の場所では低木･草本層へ

のヤクシカの食害は少ないが､林道沿いの傾斜の緩い場所では､ス

ダジイやマテバシイの萌芽枝が著しく食害されている。 

パネル展会場の様子 

各森林管理局の世界遺産や取組 

ボランティアに参加された皆さん 


